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今年度の教育実習生(実習期間 5月 29日～6月 9日)からの寄稿です。 

１ 楽しいと思える方向に進んで 

            

九州女子短期大学子ども健康学科 養護教諭養成課程専攻科２年 宮城 真帆 さん 

(豊北高校令和２年３月卒 豊田中出身) 

 

――自己紹介をお願いします。  
豊北高校最後の学年の生徒として３年前に卒業しまし

た。その時に担任だった波多野先生には大変お世話にな
りました。部活動はバレーボール部で、経験者ではなく苦
労も多かったです。が、ギリギリの部員数で常に皆で助け
合ってがんばったことや、県大会で惜しくもベスト８入りを逃
したことなど、色々と思い出があります。 

――教育実習はいかがでしたか。  
初めてＳＨＲで教壇に立った時はとても緊張しました。養

護なので一般教科のような授業ではなく、健康診断関係
の業務や保健指導を行ったのですが、生徒の皆さんが優
しく接してくれて助けられました。また、大学の先輩にあたる
先生と色々お話も出来、思ったよりもスムーズに今の北高
に馴染めました。さらに、短大で勉強したことが実際にどれ
ほど効果があるものなのか、今の高校生が自分たちの時
と比べてどんな悩みや不安があるのかを実感することがで
きたりして、学びを大いに深めることができました。  

――学生生活について近況を教えて下さい。  
学業については、短大では小・中学校の教員免許が取得できるのですが、私はさらに、高

校の免許も取れる２年間の専攻科に進むことを決意しました。現在その２年目ですが、自分が
選んだ道であり手を抜くことなどできず、日々自分と戦っています。それと、７月に教員採用試
験を控えているので、その受験勉強もいよいよ追い込みに入らなければいけません。 
一方で、アルバイトが自由にできるのが学生ならではの特権で、これまでアパレル、パン屋、

居酒屋、デパートの食品売場等での販売など、興味のあることに色々チャレンジし、自分の視
野を大いに広げることができました。 

――養護の先生を志望した理由、また、学校の志望理由は何でしたか。 
養護教諭については、中学時代に養護の先生に憧

れたことがきっかけで、いつも生徒の身になって考えてくれ
る先生の姿に感動し、自分も目指したいと考えるようにな
りました。あと、私は周囲からよく包容力があると言われて
いたので、それを生かせるかなと。（笑） 
また、学校については、母が卒業生だったので親しみ

を感じていたのと、養護教諭を志す人たちの専門課程が
あるので、自分がとても頑張れそうな環境だと感じたことが

主な理由です。 

――受験時代を振り返ってもらえますか？ 
実は高校 3 年の 11 月まで、それまで第 1 希望だった他大学の推薦入試

合格を目指していましたが叶わず、12 月に今の短大の入試に切り替えました。
大学については、英語に苦労し、どこが分からないかが分からないという状
況と、どのくらい出来たらよいのか分からないことに不安を感じていました。短
大については、志望理由書と面接が受験科目でしたが、準備期間が取れ
ず焦りもあったものの、先生方から冬休みの時期にも多くの指導を受け、何と
か合格することが出来ました。 

――最後に後輩諸君に対してメッセージをお願いします。 
今、進路先に悩んでいる人は、妥協せずに、自分が長く続けられそうな、
楽しいと思える方向に進んで欲しいです。それが最終目標になれば、多少
回り道をしたとしても、必ず近づいていけると自分の経験から実感していますし、
新しい生活が始まってからも新たな味方や仲間が必ず出来ると思います。 
私も今まさに受験前なので、お互い頑張りましょう！ 

２ オープンキャンパスは、すっかり “ Hybrid ” 

コロナ禍明けのオープンキャンパスは、対面型・オンライン(Web)型同時開催の「ハイブリッド
（Hybrid）」方式が定着しつつあります。後者は、会場に実際に足を運ぶ時間が取れない人、
特に部活動等で忙しい１･２年生にとって好都合かもしれません。申し込みは、どちらも原則
予約制なので早目に行いましょう。特に後者は URL（ｱﾄﾞﾚｽ）取得方法など早めに確認してお
く必要があります。 
補足ですが、参加上のコツを二点ほど。「①複数校に参加し比較検討して絞り込みをし

やすくすること」、「②（場合に応じて）保護者に同伴してもらい、（保護者の）理解を得やすく
すること」です。覚えておきましょう。 
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